
要
旨
本
稿
は
、
三
重
県
松
阪
市
の
牧
英
三
郎
氏
が
所
蔵
さ
れ
る
、
加
藤
枝
直
関
係
の
新
出
資
料
す
な
わ
ち
〔
牧
家
系
譜
〕
、
枝
直
詠
草
お

よ
び
枝
直
、
千
蔭
書
簡
等
の
翻
印
と
解
題
で
あ
る
。
な
か
で
も
〔
牧
家
系
譜
〕
は
、
加
藤
家
の
本
家
筋
に
当
た
り
、
松
坂
城
番
組
同
心
を
勤
め

た
牧
家
に
伝
わ
る
系
譜
と
し
て
、
従
来
、
知
ら
れ
て
い
た
嫡
系
中
心
の
そ
れ
を
大
き
く
塗
り
変
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
と
く
に
、
本
系
譜

の
出
現
に
よ
っ
て
、
枝
直
祖
父
の
遺
言
に
よ
り
、
父
尚
之
が
北
畠
家
旧
臣
仁
木
氏
の
末
商
を
妻
に
迎
え
、
向
ら
も
誇
り
高
き
北
畠
家
老
臣
加
藤

家
を
再
興
、
別
家
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
人
が
ま
し
き
奉
公
人
」
た
ら
ん
と
し
、
松
坂
の
城
番
組
同
心
の
職
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
父
の
意
向

を
汲
ん
だ
男
子
五
人
が
、
杜
方
の
縁
を
頼
る
な
ど
し
て
、
す
べ
て
相
模
戸
塚
お
よ
び
江
戸
に
活
躍
の
場
を
求
め
た
こ
と
な
ど
、
枝
直
の
伝
記
の

背
景
が
明
ら
か
と
な
る
の
は
意
義
深
い
。
か
く
て
兄
弟
の
中
で
一
人
抜
ん
で
て
町
奉
行
与
力
と
い
う
栄
職
を
手
中
に
し
た
枝
直
を
も
っ
て
、
か

つ
て
関
根
正
直
が
「
立
志
伝
中
」
の
人
と
称
し
た
の
も
、
ま
た
宜
な
る
か
な
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

牧
家
所
蔵
加
藤
枝
直
関
係
資
料
の
紹
介

鈴
木
淳
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

本
稿
は
、
三
重
県
松
阪
市
大
黒
田
町
の
牧
英
三
郎
氏
所
蔵
の
加
藤
枝
直
関
係
資
料
す
な
わ
ち
〔
牧
家
系
譜
〕
お
よ
び
枝
直
の
詠
草
一
点
、

同
じ
く
書
簡
一
通
と
、
千
蔭
の
書
簡
二
通
、
さ
ら
に
参
考
の
た
め
に
加
え
た
架
蔵
の
千
蔭
書
簡
一
通
の
翻
印
と
解
題
で
あ
る
。
翻
印
に
際

し
て
の
特
記
事
項
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
〔
牧
家
系
譜
〕
に
つ
い
て
、
そ
の
翻
印
の
対
象
の
下
限
を
明
治
初
期
ま
で
と
し
、
以
下
は
省
略
し
た
。

二
、
同
じ
く
、
紙
面
の
制
約
上
、
系
譜
の
体
裁
を
縦
方
式
か
ら
横
方
式
に
改
め
た
。

三
、
同
じ
く
、
紙
面
の
制
約
上
、
系
譜
全
体
を
牧
家
の
本
系
一
つ
と
牧
家
の
母
方
お
よ
び
別
家
加
藤
家
に
関
わ
る
付
系
を
六
つ
に
分

け
て
掲
出
し
た
。
ま
た
本
系
、
付
系
に
重
出
の
法
名
に
は
そ
れ
ぞ
れ
＊
印
を
付
し
、
付
系
に
お
い
て
は
法
名
の
み
を
記
し
て
没
年

等
の
付
帯
記
事
は
省
略
し
た
。
た
だ
し
原
本
自
体
に
重
出
の
一
例
は
例
外
で
、
付
帯
記
事
も
重
記
す
る
ま
ま
に
記
し
た
。
そ
の
他
、

適
宜
、
表
記
の
体
裁
を
改
め
て
、
理
解
の
便
に
備
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

四
、
同
じ
く
、
付
菱
、
継
紙
等
の
形
態
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
す
べ
て
校
訂
者
に
よ
る
注
記
は
（
）
に
入
れ
て
示
し
た
。

五
、
同
じ
く
、
見
せ
消
ち
に
つ
い
て
は
、
〔
〕
で
原
表
記
を
示
し
、
そ
の
下
に
訂
正
表
記
を
示
し
た
。

六
、
同
じ
く
、
朱
墨
の
別
に
つ
い
て
は
、
一
々
こ
れ
を
断
ら
な
か
っ
た
。

七
、
詠
草
お
よ
び
書
簡
に
つ
い
て
、
上
段
に
写
真
を
掲
げ
、
下
段
に
そ
の
釈
文
を
示
し
て
上
下
対
照
の
便
を
図
り
、
と
く
に
書
簡
は

八
、
資
料
解
読
の
便
に
備
え
、
私
に
読
点
を
打
ち
、
ま
た
返
り
点
を
施
し
た
。

原
態
通
り
に
改
行
し
た
。
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〔牧家系譜〕
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

〈
本
系
〉

加
藤
弾
正
、

景
光

（
以
下
、
後
補
継
紙
ｌ
）

○
系
譜
之
内
略
書
抜
但
餓
光
前
之
系
略
し
之

Ｈ
〔
牧
家
系
譜
〕

翻
印自

二
暦
応
元
戊
寅
年
一
伊
勢
国
司
北
畠
家
之
老
職
而
、
住
一
同
国
飯
高
郡
伊
勢
寺
城
一
領
一
十
八
邑

（
付
垂
「
加
藤
家
名
乗
景
光
ノ
ー
字
ヲ
用
ル
由
」

○
一
氷
ス
ノ
ケ

自
景
光
至
情
宗
属
国
司
家
既
六
代
也
、
加
藤
二
派
東
加
藤
家
之
紋
藤
丸
也
、
伊
勢
加
藤
○
之
紋
、
中
略
、
天
文
比
五
年
三
度

一
一

之
火
災
家
旧
記
殆
焼
失
、
然
共
景
光
自
筆
之
記
録
家
伝
之
軍
耆
井
別
録
一
巻
、
今
猶
所
秘
蔵
也
、
考
し
之
而
草
系
垂
唄
略
書
以
伝

子
孫
・
云

ス

此
間
、
加
藤
左
馬
佐
清
宗
迄
之
系
略

本
姓
橘
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寛
文
六
丙
午
四
月
十
五
日
、
駅
部
田
村
光
明
寺
二
墓
ア
リ
、
知
覚
院

法
誉
妙
祐
大
Ｉ

（
以
下
、
本
紙
）
丑

慶
長
十
八
〔
寅
〕
三
月
五
日
、
墓
伊
勢
寺
村
竜
泉
寺
二
有
、
大
法
院
、
俗
名
加
藤
孫
九
郎
、
三
十
九
才
卒

一
一
覚
誉
道
円
居
士
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

加
藤
孫
左
衛
門
、
天
正
六
戊
寅
年
卒
伊
勢
寺
村
へ
同
邑
葬
滝
泉
寺

（
以
下
、
後
補
継
紙
２
）

天
正
六
戊
寅
年
卒
↓
伊
勢
寺
村
ゞ
竜
泉
寺
葬

加
藤
孫
左
衛
門
景
之

景
之

住
｝
伊
勢
寺
榊
郵
詩
仙

自
景
光
至
景
之
｜
七
代
仕
国
司
家
へ
天
正
四
丙
子
年
十
一
月
廿
五
日
、
前
国
司
北
畠
入
道
不
知
斎
具
教
為
織
田
信
長
被

し
試
、
新
国
司
左
中
将
信
意
公
者
滝
河
一
益
預
し
之
、
当
年
北
畠
家
滅
亡
実
、
自
レ
是
後
景
之
蟄
居
伊
勢
寺
而
不
レ
属
織
田
家
へ

然
而
信
長
公
感
其
忠
貞
へ
且
永
禄
十
二
年
於
大
河
内
城
父
子
防
戦
之
功
抜
群
之
故
不
深
罪
鼠
云
、
旧
之
土
民
等
扶
助
之
・
而

天
文
廿
二
癸
丑
年

十
一
月
十
五
日

正
清
一
子

左
馬
佐
清
宗
記
し
之
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

（
付
菱
）
「
小
笠
原
与
左
衛
門
家
老
牧
久
右
衛
門
と
申
者
方
江
養
子
二
参
り
候
処
、
其
後
不
縁
二
相
成
候
処
、
若
山
方
長
野
九

へ

（
マ
マ
）

左
衛
門
殿
松
坂
江
初
而
御
越
被
レ
成
、
松
坂
御
城
番
六
人
之
者
被
召
抱
へ
夫
方
牧
孫
右
衛
門
と
申
候
由
也
、
法
誉
」

元
禄
八
乙
亥
六
月
二
日
、
墓
同
、
転
相
院

一
一
宝
誉
妙
輪
大

一
国
テ
果
″

寛
文
九
己
酉
三
月
四
日
、
墓
松
坂
樹
敬
寺
二
有
、
俗
名
牧
孫
右
衛
門
重
治
、
転
光
院

貞
享
五
戊
辰
正
月
三
日
、
墓
一
志
郡
小
倭
浄
願
寺
ニ
ァ
リ
、
海
野
新
兵
衛
妻

十
長
庵
妙
寿
大
姉

寛
保
三
癸
亥
九
月
十
四
日
、
墓
樹
敬
寺
ニ
ア
リ
、
俗
名
加
藤
九
郎
兵
衛

九
〔
加
藤
九
郎
兵
衛
〕
広
誉
源
海
信
士

享
保
二
十
年
乙
卯
正
月
十
三
日
、
墓
津
領
下
多
気
村
西
光
院
二
有
、
世
古
惣
兵
衛
也
、
後
二
昭
英
斬
卜
云

宝
誉
浄
輪
居
士

／
ケ
ハ
ル
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＊
四
津
竜
水
雲
大
徳

宝
永
七
庚
寅
閏
八
月
十
二
日
、
墓
樹
敬
寺
ニ
ア
リ
、
俗
名
牧
孫
右
衛
門
政
利

宝
永
四
丁
亥
三
月
九
日
、
墓
津
領
下
多
気
村
西
光
院
ニ
ア
リ
、
世
古
惣
兵
衛
妻

享
保
九
甲
辰
九
月
十
日
、
墓
樹
敬
寺
ニ
ァ
リ
、
俗
名
加
藤
与
右
衛
門
尚
之
、
家
別
二
立
加
藤
ニ
ナ
ル
、
入
道
名
加
藤
春
雪
也
、
御
組

ニ
テ
親
遺
言
二
而
加
藤
ニ
ナ
ル
、
清
浄
院

享
保
十
乙
巳
三
月
六
日
、
墓
江
津
村
西
方
寺
ニ
ァ
リ
、
今
西
甚
七
妻

享
保
十
乙
巳
十
一
月
廿
九
日
、
墓
樹
敬
寺
ニ
ァ
リ

八
〔
世
古
阻
英
斬
〕
本
性
清
覚
信
士

享
保
六
辛
丑
正
月
朔
日
、
墓
江
津
西
方
寺
ニ
ァ
リ
、
高
橋
与
兵
衛
妻

（
付
菱
）
「
加
藤
与
右
衛
門
尚
之
、
親
牧
孫
右
衛
門
殿
遺
言
二
而
東
奉
行
組
相
勤
、
名
字
加
藤
卜
成
ル
、
当
時
江
戸
加
藤
又
左
衛
門

町
与
力
役
相
勤
、
相
続
申
候
」

元
禄
十
一
戊
寅
三
月
廿
一
日
、
墓
右
二
同

七
法
億
智
心
信
尼

三
棲
誉
浄
閑
大
徳
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

五
真
敬
妙
心
信
女

六
蓮
誉
宅
岸
比
丘
尼

二
仰
誉
妙
誓
信
尼

一
真
如
元
空
大
姉
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

享
保
八
癸
卯
十
月
廿
三
日
、
墓
同

＊
一
棲
誉
貞
閑
比
丘
尼
Ｉ

天
和
二
壬
戌
十
月
十
七
日
、
墓
樹
敬
寺
ニ
ア
リ

士
知
還
童
子

宝
暦
五
乙
亥
七
月
廿
四
日
、
墓
右
同

十
載
誉
貞
運
大
姉

享
保
十
六
辛
亥
二
月
三
日
、
墓
同
、
俗
名
牧
小
右
衛
門
政
致
也
、
田
丸
領
新
桑
竈
西
川
氏
ョ
リ
牧
孫
右
衛
門
養
子
二
来
ル
、
右
貞
運

ト
夫
姪
ナ
リ
、
家
別
二
立
ッ
、
御
組
二
而

九
載
誉
了
運
居
士

延
宝
六
戊
午
十
一
月
朔
日
、
墓
同

八
冬
幼
童
子

寛
保
二
壬
戌
二
月
廿
日
、
墓
松
坂
清
光
寺
二
有
、
俗
名
於
花

七
〔
村
林
吉
右
衛
門
妻
〕
触
身
光
栄
信
女

寛
文
十
三
丑
九
月
十
六
日
、
墓
樹
敬
寺
ニ
ァ
リ

六
幼
露
童
子

宝
暦
三
癸
酉
十
月
十
八
日
、
江
戸
ニ
テ
果

五
〔
牧
安
左
衛
門
〕
蓮
誉
浄
刹
居
士
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（
付
菱
）
「
枝
直
従
弟
町
与
力
中
村
三
左
衛
門
ハ
此
末
ニ
モ
可
し
有
し
之
哉
」

延
享
五
戊
辰
二
月
十
五
日
、
墓
松
坂
常
念
寺
二
有
、
八
十
才
ニ
テ
終
、
俗
名
於
嶋

ｉ
四
〔
杉
村
和
泉
母
〕
玉
誉
貞
琳
信
女

延
享
二
乙
丑
十
二
月
廿
日
、
俗
名
於
菊

‐
三
〔
河
合
清
五
郎
妻
〕
久
巌
妙
昌
法
尼

延
享
二
乙
丑
九
月
十
三
日
、
墓
田
丸
西
光
寺
二
有

’
’
一
〔
大
得
寺
〕
流
蓮
社
響
誉
上
人
真
曲
碩
音
大
和
尚

享
保
十
乙
巳
六
月
廿
五
日
、
墓
樹
敬
寺
ニ
ァ
リ
、
俗
名
牧
忠
右
衛
門
政
術

‐
一
信
誉
元
童
居
士

岬
宝
暦
三
癸
酉
二
月

＊
二
〔
信
誉
理
空
大

（
以
下
、
後
補
継
紙
３
）

宝
暦
十
一
巳
四
月
廿
三
日
、
松
坂
御
城
代
組
黒
川
喜
大
夫
妻
、
同
所
法
久
寺
墓

七
修
法
院
妙
実
日
祐
信
女

享
保
三
戌
二
月
五
日
、
樹
敬
寺
墓

六
夢
幻
童
子

安
永
五
申
六
月
七
日
、
京
都
二
而
果
、
寺
ハ
同
所
二
条
通
り
来
光
寺
、
俗
名
牧
弥
右
衛
門

五
大
通
宗
悦
信
士
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牧家所蔵加藤枝I尚関係資料の紹介（鈴木）

＊
三
紫
雲
院
円
誉
光
月
大
姉
口

寛
政
三
亥
七
月
廿
四
日
、
墓
同
、
出
生
山
家
同
心
臼
井
丈
右
衛
門
家
清
由
、
牧
忠
右
衛
門
名
乗

＊
二
無
量
院
晦
誉
清
由
居

宝
暦
四
甲
戌
三
月
九
日
、
樹
敬
寺
墓
、
養
女
ニ
ナ
リ
テ
十
七
才
二
而
卒
、
加
藤
閑
助
娘

＊
》
一
春
光
知
晴
信
女

天
明
七
未
九
月
廿
五
日
、
樹
敬
寺
墓
、
加
藤
閑
助
娘

明
和
二
酉
十
月
廿
九
日
、
津
領
下
多
気
村
加
藤
閑
助
、
同
村
西
光
院
二
墓

四
円
岳
融
保
信
士

宝
永
二
乙
酉
九
月
十
三
日
、
樹
敬
寺
墓

二
光
岳
了
照
童
子

元
禄
十
三
辰
六
月
廿
四
日
、
墓
同

一
洞
玄
童
子

宝
暦
五
乙
亥
六
月
廿
日
、
樹
敬
寺
墓
、
牧
忠
右
衛
門
浄
繁

三
元
誉
信
覚
浄
空
居
士

１

寛
政
六
壬
寅
十
一
月
廿

鏡
誉
円
室
妙
空
大
姉
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文
政
三
辰
七
月
二
日
、
墓
同
、
六
十
才
二
而
卒
、
牧
忠
右
衛
門

＊
一
称
名
院
響
誉
浄
音
居
士

寛
政
八
辰
四
月
廿
二
日
、
樹
敬
寺
墓

三
快
運
童
子

文
化
十
酉
七
月
廿
二
日
、
養
泉
寺
墓
、
御
城
代
組
林
平
馬
妻

一
梅
雲
妙
実
大
姉

文
政
十
二
丑
八
月
廿
七
日
、
三
十
八
才
、
政
治
良

郷
音
院
正
誉
大
震
居
士

旧
脾
八
Ⅱ
二
冊

明
治
十
二
年
九
月
十
七
日

＊
瑞
光
院
震
誉
圭
玉
大
姉

天
保
十
三
寅
十
月
廿
八
日
、
二
才
二
而
卒
、
樹
敬
寺
墓
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

言
明
蹄
諦
犀
誇
誇
に
棚
諦
笠
日
、
八
十
二
才
、
樹
敬
寺
墓

＊
一
棲
誉
貞
閑
比
丘
尼

〈
付
系
一
〉

（
本
紙
）

寛
文
二
壬
寅
九
月
十
六
日
、
墓
樹
敬
寺
二
有

＊
休
安
禅
定
門

ド
元
禄
十
一
戊
寅

一
一
貞
誉
樹
林
信

延
宝
九
辛
酉
六
月
廿
四
日
、
松
坂
樹
敬
寺
塔
頭
何
似
院
先
住
、
墓
同
所

一
心
蓮
社
善
誉
受
頓
大
徳

貞
享
二
乙
丑
九
月
廿
五
日
、
墓
同

三
正
誉
直
念
信
士

心
誉
光
悦
信

延
宝
四
丙
辰
九
月
廿
六
日
、
墓
同

心
誉
妙
寿
信
女
Ｉ
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ｒ
泄
蒙
麺
緬
率
誉
却
船
却
懲
樹
敬
寺
塔
頭
何
似
院
先
住
、
墓
同

〈
付
系
二
〉

（
本
紙
）

寛
永
廿
未
十
一
月
九
日
、
墓
田
村
光
明
寺
二
有

享
保
九
甲
辰
九
月
十
日
、
俗
名
加
藤
与
右
衛
門
尚
之
也
、
御
組
二
而
勤
ル
、
同
丈
右
衛
門
墓
二
石
塔
有
、
墓
附
相
渡
ス
、
清
浄
院

＊
津
竜
水
雲
大
徳

宝
永
五
戊
子
四
月

泉
流
妙
月
大
姉

元
禄
七
戌
四
月
廿
五
日
、
墓
田
村
光
明
寺
二
有

観
月
道
念
信
士

万
治
二
亥
八
月
十

桂
月
妙
安
信
女

月
向
道
雪
信
士
‐

元
禄
五
申
九
月
十
四
日
、
墓
同

純
正
利
貞
信
女
Ｉ
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

｢－－
＊
》
一
〔
信
誉
理
空
大
姉
〕
信
誉
元
室
理
空
大
姉

宝
暦
三
癸
酉
七
月
廿
九
日
、
神
領
山
田
ニ
テ
果
、
俗
名
於
マ
キ
、
西
河
原
町
宇
佐
美
兵
左
衛
門

‐
一
〔
宇
佐
美
兵
左
衛
門
妻
〕
本
光
智
清
信
女

正
徳
四
午
九
月
八
日
、
相
州
戸
塚
二
而
果
、
俗
名
加
藤
孫
兵
衛

‐
三
億
誉
西
心
禅
定
門

宝
暦
六
年
子
十
一
月
五
日
、
戸
塚
二
而
果
、
俗
名
加
藤
中
和

’
四
〔
加
藤
中
和
〕
穏
誉
了
安
禅
定
門

宝
暦
十
庚
辰
十
一
月
廿
六
日
、
江
戸
ニ
テ
果
、
俗
名
倉
光
十
郎
左
衛
門

‐
五
〔
倉
光
十
郎
左
衛
門
〕
青
黄
院
紅
誉
蓮
然
依
木
居
士

明
和
八
卯
九
月
廿
九
日
、
江
戸
ニ
テ
果
、
俗
名
加
藤
与
左
衛
門
、
墓
浅
草
称
往
院
塔
中
道
光
竜
二
有

‐
六
〔
加
藤
六
郎
兵
衛
〕
不
遷
院
善
誉
在
止
居
士

（
付
斐
）
「
御
徒
相
勤
当
時
家
無
し
之
、
寺
ハ
加
藤
ニ
テ
引
請
」

天
明
五
巳
八
月
十
日
、
江
戸
ニ
テ
卒
、
俗
名
加
藤
又
左
衛
門
枝
直
、
九
十
歳
、
江
戸
本
所
回
向
院
エ
葬

‐
七
〔
加
藤
又
左
衛
門
〕
柔
性
院
輕
誉
東
水
居
士

正
徳
三
巳
ノ
ー
月
廿
三
日
、
墓
田
村
光
明
寺
ニ
ア
リ
、
本
家
也
、
俗
名
七
栗
武
右
衛
門

一
一
選
月
道
入
信
士

（
付
斐
）
「
享
保
五
庚
子
年
九
月
、
江
戸
町
奉
行
大
岡
越
前
守
組
与
力
従
弟
中
村
三
左
衛
門
病
死
、
跡
悴
又
蔵
幼
年
二
付
番
代
二
罷
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享
保
十
五
戌
三
月
十
三
日
、
相
州
戸
塚
、
俗
名
中
出
与
右
衛
門

三
遍
生
院
明
誉
光
円
居
士

（
付
斐
）
「
鈴
木
親
類
二
而
中
出
検
校
与
云
者
有
、
古
人
也
」

川
七
栗
三
左
衛
門

元
禄
十
三
庚
辰
十
二
月
九
日
、
田
村
笠
井
重
郎
兵
衛
先
妻
、
墓
田
村
光
明
寺
二
有

観
月
道
念
信
士
ｌ

享
保
二
申
正
月
廿
三
日
、
墓
同

円
岳
了
頓
信
女
口

加
藤
又
左
衛
門
千
季
当
主
父
直
蔭
跡
町
与
力
相
続

加
藤
橘
三
郎
直
道
実
子
惣
領
自
ゞ
・
部
屋
住
・
町
与
力
相
勤
」

加
藤
又
左
衛
門
直
蔭
父
千
蔭
跡
町
与
力
相
続
、
文
化
十
年
酉
五
月
九
日
卒
、
行
年
四
十
四
歳
、
求
浄
院
生
誉
刹
応
居
士
、
墓

慈
航
居
士
、
墓
同

直
に
改
」

出
与
力
相
勤
、
同
十
六
年
辛
亥
十
月
番
代
御
免
之
上
、
同
十
一
月
稲
生
下
野
守
組
与
力
江
新
規
被
召
抱
へ
其
後
為
直
ヲ
枝

同 （
付
斐
）
「
加
藤
又
左
衛
門
佐
芳
後
改
千
蔭
父
枝
直
跡
町
与
力
相
続
、
文
化
五
年
辰
九
月
二
日
卒
、
行
年
七
十
四
歳
、
浜
成
院
弁
誉
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

〈
付
系
四
〉

＊
’
一
春
光
知
晴
信
女

＊
三
紫
雲
院
円
誉
光
月
大
姉

〈
付
系
三
〉

（
継
紙
３
）

津
領
下
多
気
村
加
藤
閑
助
、
明
和
二
酉
十
月
廿
九
日
、
墓
同

享
保
十
七
壬
子
十
月
十
七
日
、
油
屋
町
中
出
次
郎
兵
衛
安
明
、
墓
松
坂
清
光
寺
二
有

六
〔
中
出
次
郎
兵
衛
〕
円
誉
了
輝
居
士

（
付
筆
「
元
祖
松
坂
油
屋
町
出
ニ
テ
中
出
次
郎
兵
衛
と
申
人
二
而
、
地
主
之
由
、
鈴
木
源
七
殿
被
レ
申
候
、
尤
伊
勢
屋
源
七
ノ
事
」

七
一
木
八
右
衛
門
妻

円
岳
融
保
信

安
永
三
午
十
二
月
十
二
日
、
墓
同
村
西
光
院

慶
法
紗
延
信
女

八
鈴
木
児
亮

五
如
空
妙
吟
信
女

（
付
菱
）
「
戸
塚
鈴
木
歎
、
当
時
伊
勢
屋
源
セ
ト
云
、
宿
中
之
大
家
也
」
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＊
一
称
名
院
響
誉
浄
音
居
士

寛
政
二
戌
十
月
廿
三
日
、
大
平
生
村
江
戸
屋
伊
兵
衛
、
墓
当
町
願
証
寺

‐
二
釈
明
孝
順
教
信
士

〈
付
系
五
〉

（
同
右
）

＊
ゞ
一
無
量
院
晦
誉
清
由
居
士

天
明
四
甲
辰
八
月
十
二
日
、
一
志
郡
一
色
村
山
家
同
心
、
臼
井
丈
右
衛
門

‐
一
本
誓
院
釈
心
月
西
願
居
士

松
坂
領
黒
田
新
田
二
住
居
ス
、
寛
政
二
十
二
月
廿
二
日
、
大
黒
田
村
常
宝
寺
墓
、
同
村
地
主
中
頭
氏
出
生
二
而
遁
家
、
同
村
新
田

二
住
居
ス
、
地
主
江
養
子

絶
光
道
寿
居
士

寛
政
十
一
八
月

成
光
妙
因
大
姉

相
可
村
地
主
平
兵
衛

（
同
右
）
一
志
郡
一
色
村
山
家
同
心
、
臼
井
市
郎
兵
衛
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

〈
付
系
六
〉

発
心
院
釈
積
徳
善
慶
居

ツ

嘉
永
二
酉
十
一
月
廿
八
日
、
墓
同
、
出
出
久
居
領
三
ケ
野
村
無
足
人
辻
岡
十
三
郎
、
八
十
四
才

聞
法
院
釈
善
遊
貞
口

＊
瑞
光
院
震
誉
圭
玉
大
姉

天
保
十
四
七
月
十
三
日
、
一
志
郡
一
色
村
地
士
臼
井
善
左
衛
門
、
西
性
寺
墓
、
浜
田
八
郎
兵
衛

心
了
院
釈
諦
聴
高
義
居
士

覚
誉
貞
月
法
尼

（
同
右
）
コ
フ
ヅ

一
志
郡
神
津
前
村
西
性
寺
墓
、
文
化
十
酉
五
月
廿
八
日
、
一
志
郡
一
色
村
地
士
臼
井
善
九
郎
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口
〔
加
藤
枝
直
詠
草
〕
三
三
・
○
×
四
七
・
四
糎

古
郷
の
あ
れ
君
の
御
も
と
よ
り
、
門
の
ま
へ
に
む
か
し
見
な

れ
し
野
の
宮
と
い
ふ
桜
こ
と
し
も
か
は
ら
ぬ
色
に
咲
た
れ
は

よ
め
る
と
て
、
ふ
る
郷
の
老
木
の
さ
く
ら
と
し
経
て
も
か
は

ら
ぬ
色
を
君
に
み
せ
は
や
、
と
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
け
れ
は
よ

み
て
ま
い
ら
せ
け
る

立
か
へ
り
や
か
て
こ
そ
み
め
桜
花
君
か
千
と
せ
と
も
ろ
共
に

ま
て

つ
い
て
に
ち
か
き
比
よ
み
候
う
た
お
も
ひ
い
た
し
候
に
ま
か

せ
か
き
付
参
ら
せ
候

静
見
花

（
マ
マ
）

く
れ
か
た
き
春
の
一
日
を
千
と
せ
と
も
む
へ
は
花
に
物
わ
す
れ

し
て

谷
花

さ
れ
は
こ
そ
何
と
は
有
け
れ
咲
花
の
色
香
も
深
き
谷
の
下
道

馬
上
見
花

来
て
そ
み
る
ち
ら
ぬ
梢
も
散
花
の
雪
に
道
し
る
駒
に
ま
か
せ
て

ｊ

為
直

－302－

Rights were not granted to include this image in electronic media. Please refer to the 
printed journal.

naoko.fujimoto
長方形



牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

何
事
に
つ
け
て
う
ら
み
ん
事
た
ら
ぬ
身
も
や
す
国
の
を
し
へ
有
世
を

已
上
九
首

夕
月
の
真
砂
の
霜
を
吹
風
に
み
そ
き
も
ま
た
て
夏
や
暮
け
ん

あ
ら
は
れ
て
蛍
と
ふ
江
の
水
か
、
み
け
た
ぬ
お
も
ひ
の
影
や
は
つ
ら
ん

忘
れ
え
ぬ
昔
の
夢
の
あ
と
、
へ
は
し
の
ふ
も
薫
る
軒
の
橘

明
や
す
き
夜
や
う
き
ふ
し
の
程
な
ら
ん
竹
の
葉
分
の
ま
と
の
月
影

あ
か
さ
り
し
都
の
錦
お
り
か
へ
て
又
た
ち
な
れ
ん
木
々
の
下
陰

晩
風
如
秋

述
懐

江
上
蛍
飛

竹
亭
夏
月

故
郷
橘

樹
陰
夏
来
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日
加
藤
枝
直
書
簡
付
・
短
冊
一
六
・
○
×
四
四
・
四
糎

先
月
十
五
日
之
御
状
相
届
申
候
、

先
以
御
家
内
弥
御
無
難
之
御
事

珍
重
之
至
二
御
座
候
、
同
苗
又
左
衛
門
家
内

相
揃
無
し
惹
罷
在
候
、
老
齢
儀
幸

八
十
八
歳
二
成
候
而
詠
候
小
短
籍
五
枚

進
候
二
付
、
被
し
入
御
念
候
御
紙
面
之

趣
二
御
座
候
、
然
者
手
織
之
由
二
而
、

見
事
成
縮
木
綿
一
端
被
贈

遣
へ
家
内
打
寄
候
而
、
う
つ
く
し
き

地
相
に
て
候
と
、
称
意
申
候
、
夏
中

着
用
可
し
申
と
不
し
浅
恭
存
候
、
且
又

老
夫
婦
御
祝
候
而
、
俳
譜
発
句

御
書
付
被
し
遣
恭
存
候
、
里
交
と
申
者

御
自
分
俳
名
に
て
御
座
候
半
と
奉
レ
存
候
、

八
十
八
歳
の

は
る
よ
め
る

鯛需
八な一
とき七

諾篭九
今み×
それ一
みは・

；蟇金
子こ
し

枝
直
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

後
信
一
候
、
恐
慢
謹
言

お
も
し
ろ
き
発
句
に
て
御
座
候
、
猶
期
一

牧
忠
右
衛
門
殿御

坐
下

三
月
十
五
日

加
藤
枝
直橘

（
花
押
）
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四
加
藤
千
蔭
書
簡
第
一
二
二

九
×
五
八
・

×
五
八
・
○
糎

新
春
之
御
慶
賀
至
可

膿
有
一
際
限
一
申
納
候
、
弥

御
家
内
御
儀
御
安
全
被
し
成
二

御
越
年
↓
目
出
度
奉
レ
存
候
、

私
儀
無
事
二
臨
賀
候
、

貴
意
安
思
召
可
レ
被
し
下
候
、

旧
冬
者
老
父
大
病
ニ
ー

御
座
候
処
、
当
時
快
復

致
し
候
，
大
か
た
常
躰
二
相
成

申
候
、
旧
臘
ハ
御
尋
被
レ
下
恭

奉
レ
存
候
処
、
御
報
も
不

し
申
、
背
本
意
↓
申
候
、
御
家
内

皆
様
宜
御
祝
訶
被
一

仰
達
一
可
し
被
し
下
候
、
家
族

同
意
二
申
候
、
未
春
寒

甚
御
座
候
条
、
折
角

御
堅
勝
御
凌
可
レ
被
し
成
候
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

猶
期
二
永
日
一
候
、
恐
慢
謹
言

牧
忠
右
衛
門
様

人
々
御
中

正
月
十
一
日

加
藤
又
左
衛
門（
一
字
花
押
）

千
蔭
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因
加
藤
千
蔭
書
簡
第
二
一
五
・
○
×
四
○
・
五
糎

猶
以
折
角
余
寒
凌
可
レ
被
し
成
候

様
奉
レ
存
候
、
以
上

青
陽
之
御
慶
賀
全
期

可
し
有
御
座
目
出
度
申
納
度
、

御
家
内
御
揃
御
堅
固
二

御
越
年
被
し
成
候
御
事
、
珍
重

奉
レ
存
候
、
当
表
相
揃
無
事

致
一
加
年
候
、
御
心
易
可
レ
被
二
思
召
候
、

当
春
者
早
く
春
め
き
可

し
申
様
子
二
御
座
候
而
大
慶

仕
候
、
旧
臘
も
不
二
相
替
一
御
用

多
キ
相
勤
、
御
褒
美
銀

十
枚
頂
戴
仕
、
難
し
有
奉
レ
存
候
、

乍
レ
序
御
吹
聴
申
候
、
御
家
内
様

へ
宜
奉
し
頼
候
、
家
内
同
然
二

御
祝
詞
申
候
、
猶
期
永
日
之
時
候

恐
恒
謹
言
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

牧
忠
右
衛
門
様

人
々
御
中

正
月
二
日

加
藤
又
左
衛
門（
一
字
花
押
）

千
蔭

－309－



㈲
加
藤
千
蔭
書
簡
第
三
桑
蔵
）

一
六
・
八
×
五
一
・
九
糎

貴
札
致
拝
見
↓
候
、
寒
冷

御
座
候
得
共
、
弥
御
揃
被
レ
成

御
堅
固
之
御
事
珍
重

奉
レ
存
候
、
然
者
泰
次
郎

私
方
へ
引
取
候
二
付
、
御
祝

被
仰
下
《
殊
木
綿
一
反

懇
祝
意
遠
路
被
思
召

附
句
恭
幾
久
敷
祝
納
仕
候
、

御
家
内
様
方
へ
宜
奉
レ
頼
候
、

家
内
同
意
二
御
礼
申
候
、

猶
期
後
音
之
時
ゞ
候
、
恐
慢

謹
言
加
藤
又
左
稲
軒
字
花
押
）

九
月
廿
四
日

牧
忠
右
衛
門
様

一
御
報
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

（
１
）

加
藤
枝
直
の
伝
記
に
は
、
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
の
加
藤
直
種
著
「
加
藤
枝
直
翁
略
伝
」
あ
る
い
は
関
根
正
直
「
立
志
伝
中
の
橘
枝
直
」

（
２
）

が
あ
り
、
ま
た
系
譜
と
し
て
は
、
三
村
竹
清
の
「
近
世
文
雅
伝
」
に
所
掲
の
も
の
の
ほ
か
、
御
子
孫
の
加
藤
家
に
も
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
ら

に
よ
っ
て
枝
直
の
家
系
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
右
は
い
ず
れ
も
大
概
、
加
藤
家
の
嫡
系
を
辿
っ
た
も
の
で
、
伯
叔
兄

弟
な
ど
家
系
の
詳
細
を
知
ろ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
意
に
満
た
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
と
く
に
関
根
正
直
が
枝
直
を
も
っ

て
「
立
志
伝
中
」
の
人
と
称
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
従
前
、
隔
靴
掻
痒
の
感
を
免
れ
え
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
る
に
今
回
、
紹
介

す
る
松
阪
市
牧
家
所
蔵
資
料
Ｈ
〔
牧
家
系
譜
〕
に
よ
れ
ば
、
枝
直
の
祖
父
牧
重
治
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
そ
の
次
男
で
枝
直
父
の
尚
之
が
、

紀
伊
家
倍
臣
の
牧
氏
か
ら
そ
の
昔
、
北
畠
家
老
臣
を
勤
め
た
加
藤
氏
に
復
姓
し
、
妻
に
や
は
り
北
畠
家
の
多
気
御
所
に
仕
え
た
仁
木
氏
の

後
商
を
迎
え
て
別
家
を
立
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
ま
た
本
家
牧
氏
の
も
と
松
坂
城
番
組
同
心
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
を
潔
し
と
し

な
い
尚
之
の
意
向
を
受
け
て
、
枝
直
の
兄
弟
が
す
べ
て
母
方
の
縁
を
頼
る
な
ど
し
て
、
相
模
国
戸
塚
や
江
戸
に
活
躍
の
場
を
求
め
、
わ
け

て
も
末
男
の
枝
直
が
勇
躍
、
町
奉
行
与
力
に
ま
で
上
り
つ
め
、
も
っ
て
祖
父
以
来
の
素
懐
を
遂
げ
た
経
緯
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
さ
に
こ

れ
ま
で
の
雲
霧
が
一
掃
さ
れ
る
思
い
が
し
た
。
か
つ
本
家
の
御
子
孫
で
あ
る
牧
家
に
現
存
す
る
枝
直
、
千
蔭
の
遺
墨
に
よ
り
、
両
家
が

後
々
ま
で
懇
ろ
な
親
戚
と
し
て
の
交
際
を
怠
ら
ず
、
お
た
が
い
和
歌
、
俳
譜
等
に
遊
ん
で
清
閑
を
事
と
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ

る
。
枝
直
の
栄
達
を
我
事
の
よ
う
に
歓
迎
し
た
、
牧
家
の
度
量
の
大
き
さ
を
思
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
本
系
譜
は
全
紙
約
二
百
糎
、
横
約
二
十
九
糎
で
、
計
五
枚
の
継
紙
お
よ
び
書
き
直
し
の
一
紙
か
ら
な
る
。
た
だ
し
上
下
各
二
枚

解
題

｜
、
〔
牧
家
系
譜
〕
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が
大
小
合
わ
せ
て
計
十
七
枚
ほ
ど
あ
る
ほ
か
、
本
紙
に
細
書
の
加
筆
書
き
入
れ
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。

筆
蹟
は
数
種
類
認
め
ら
れ
る
が
、
継
紙
と
付
菱
を
合
わ
せ
て
大
雑
把
に
言
え
ば
、
本
紙
を
第
一
と
し
て
、
上
部
の
後
補
継
紙
２
お
よ
び

本
紙
の
書
入
れ
が
第
二
、
同
じ
く
後
補
継
紙
１
お
よ
び
付
菱
の
大
半
が
第
三
、
さ
ら
に
下
部
の
後
補
継
紙
３
が
第
四
、
同
じ
く
後
補
継
紙

４
が
第
五
、
そ
の
他
の
付
菱
と
な
ろ
う
。
記
載
の
時
期
に
つ
い
て
、
ま
ず
本
紙
は
、
そ
の
記
載
範
囲
か
ら
す
る
と
、
天
明
五
年
没
の
枝
直

を
下
限
と
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
没
時
等
の
付
帯
記
事
を
含
め
て
後
補
の
筆
が
混
入
し
て
お
り
、
本
紙
も
実
際
に
は
、
天
明
五
年
よ
り
か

な
り
早
い
時
期
に
一
旦
書
き
置
か
れ
た
も
の
が
加
筆
訂
正
さ
れ
、
徐
々
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
注
意
す

べ
き
は
、
享
保
年
間
の
あ
る
時
期
以
降
に
物
故
し
た
人
々
の
名
号
表
記
が
、
当
初
は
俗
名
で
朱
記
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
の
ち
に
戒
名
に
改

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
言
う
と
、
は
じ
め
か
ら
戒
名
表
記
で
書
き
改
め
の
な
い
記
載
の
下
限
が
「
享
保
十
六
辛
亥

二
月
三
日
」
の
没
時
で
、
逆
に
俗
名
か
ら
戒
名
へ
書
き
改
め
ら
れ
た
記
載
の
上
限
が
「
享
保
十
七
壬
子
十
月
十
七
日
」
の
没
時
で
あ
る
か

ら
、
執
筆
時
は
そ
の
間
の
二
年
足
ら
ず
に
求
め
ら
れ
、
お
そ
ら
く
筆
者
は
、
当
時
の
牧
家
の
当
主
忠
右
衛
門
浄
繁
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
浄

繁
を
し
て
執
筆
せ
し
め
た
要
因
と
し
て
、
浄
繁
父
の
政
術
の
従
兄
弟
の
枝
直
が
、
ま
さ
に
享
保
十
六
年
十
一
月
に
稲
生
下
野
守
正
武
配
下

の
北
町
奉
行
五
番
組
与
力
に
取
り
立
て
ら
れ
る
と
い
う
一
件
が
起
き
、
そ
の
前
後
、
縁
者
に
江
戸
や
相
模
国
戸
塚
に
徒
居
し
て
活
躍
す
る

人
々
が
輩
出
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
本
系
譜
は
、
一
族
の
誉
れ
と
し
て
、
枝
直
が
立
身
出
世
を
遂
げ
た
こ
と
を
機

に
、
本
家
牧
家
と
別
家
加
藤
家
と
の
縁
戚
関
係
を
明
示
し
、
長
く
記
憶
し
て
お
く
こ
と
を
目
的
に
書
か
れ
た
と
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と

は
、
時
を
逐
う
て
後
補
し
た
も
の
で
、
今
そ
の
記
載
、
貼
り
継
ぎ
の
順
を
推
定
し
て
イ
ロ
ハ
で
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
付
菱
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牧家所蔵加藤枝直関係資料の紹介（鈴木）

筆
蹟
の
第
二
の
執
筆
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
筆
蹟
第
三
す
な
わ
ち
後
補
継
紙
１
お
よ
び
大
半
の
付
菱
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
は
、
枝

直
か
ら
線
を
引
い
て
千
蔭
、
直
蔭
、
千
季
、
直
道
と
続
く
系
譜
を
記
し
た
付
菱
の
記
載
の
う
ち
、
千
季
に
つ
い
て
「
当
主
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
父
直
蔭
の
没
時
、
文
化
十
年
五
月
九
日
か
ら
千
季
の
没
時
で
あ
る
文
久
三
年
ま
で
の
問
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
筆
蹟
第
四

は
、
実
際
に
は
両
筆
あ
り
、
天
保
十
四
年
七
月
十
三
日
を
最
終
没
時
と
す
る
筆
に
、
明
治
十
二
年
九
月
十
七
日
を
最
終
と
す
る
別
の
一
筆

が
加
上
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
筆
蹟
第
五
は
、
昭
和
五
十
三
年
八
月
十
三
日
の
最
終
没
時
の
記
載
を
有
す
る
の
で
、
そ
の
年
時
を
遡
る
こ

本
系
譜
の
体
裁
は
、
各
人
に
つ
き
ま
ず
戒
名
あ
る
い
は
俗
名
を
本
記
し
、
右
傍
に
没
年
月
日
、
墓
所
、
俗
名
そ
の
他
を
細
害
で
注
記
し
、

親
子
、
夫
婦
、
兄
弟
姉
妹
を
縦
横
の
線
で
繋
い
だ
も
の
で
、
過
去
帳
や
位
牌
に
基
づ
い
て
仕
立
て
る
と
い
う
、
系
譜
作
成
の
一
般
に
拠
っ

た
も
の
を
基
本
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
紙
の
う
ち
享
保
十
七
年
以
降
の
生
存
者
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
俗
名
を
も
っ
て
記
し
、

没
後
、
戒
名
に
書
き
改
め
ら
れ
た
こ
と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
と
く
に
付
菱
の
記
載
は
千
季
辺
り
か
ら
得
た
見
聞
を
基
礎
に
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
後
補
継
紙
１
の
遠
祖
加
藤
景
光
、
景
之
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
は
じ
め
に
「
系
譜
之
内
略
書
抜
」
と
あ

る
通
り
、
別
に
存
し
た
詳
細
な
伝
書
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
系
譜
の
特
色
の
ひ
と
つ
は
、
牧
家
を
本
系
と
す
る
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
も
そ
も
牧
家
お
よ
び
そ
の
別
家
の
加
藤
家
が
遠

祖
と
し
て
仰
ぐ
加
藤
弾
正
景
光
は
、
本
系
譜
に
あ
る
通
り
、
伊
勢
国
司
北
畠
家
の
老
臣
と
し
て
、
同
国
伊
勢
寺
十
八
村
を
領
有
し
て
い
た
。

そ
の
後
も
、
代
々
北
畠
家
に
仕
え
て
お
り
、
北
畠
顕
能
公
六
百
年
祭
奉
賛
会
編
「
伊
勢
国
司
と
そ
の
時
代
」
に
付
載
の
「
伊
勢
国
司
諸
侍

役
付
（
北
畠
氏
家
臣
録
）
」
（
天
正
十
年
六
月
五
日
記
）
に
、

と
は
な
い
。

い
う
こ
と
で
あ
る
。

△
加
藤
方
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藤
氏
当
国
飯
高
郡
伊
勢
寺
之
住
老
中
加
藤
民
部
少
輔

公
事
奉
行
同
左
馬
之
助

一
一

子
孫
田
丸
有
之
同
甚
五
郎

同
彦
七
郎

（
３
）

と
あ
る
う
ち
の
、
左
馬
之
助
す
な
わ
ち
景
光
六
代
の
孫
左
馬
佐
清
宗
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
清
宗
の
次
の
景
之
に
つ
い
て
、
本
家
譜
に
よ
れ
ば
、
天
正
四
年
十
一
月
、
北
畠
具
教
が
織
田
信
長
に
よ
っ
て
試
殺
さ
れ
て
同
家
が

滅
亡
し
た
後
、
伊
勢
寺
村
に
蟄
居
さ
せ
ら
れ
た
が
、
志
操
を
守
っ
て
織
田
家
に
属
さ
な
か
っ
た
た
め
、
信
長
は
そ
の
忠
貞
お
よ
び
永
禄
十

年
の
大
河
内
城
に
お
け
る
戦
功
を
感
賞
し
て
、
深
く
罰
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
言
う
。
し
か
し
て
景
之
の
孫
孫
右
衛
門
重
治
、
法
名
浄

輪
は
、
付
菱
に
記
す
ご
と
く
、
紀
伊
徳
川
家
の
重
臣
小
笠
原
与
左
衛
門
の
家
老
牧
久
右
衛
門
方
の
養
子
と
な
り
、
不
縁
後
、
浪
人
の
身
と

な
っ
て
も
牧
氏
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
の
ち
和
歌
山
よ
り
代
官
長
野
九
左
衛
門
が
赴
任
し
て
来
た
際
、
御
城
番
六
人
衆
の
一
人
と
し
て
召

し
抱
え
ら
れ
た
と
言
う
。
同
様
の
こ
と
は
、
牧
家
所
蔵
の
親
類
書
に
も
、

し

先
祖
孫
右
衛
門
儀
、
松
坂
領
伊
勢
寺
村
二
浪
人
仕
候
由
、
夫
よ
り
以
前
之
儀
碇
と
相
知
不
し
申
候
、
元
和
五
未
年
勢
州
三
領
御
仕
置

代
官
ニ
長
野
九
左
衛
門
殿
御
越
被
レ
成
、
右
御
勤
之
内
寛
永
十
三
子
年
御
城
番
二
被
召
抱
旬
寛
文
九
酉
年
二
十
四
年
相
勤
病
死
仕
候
、

尤
右
勤
之
内
十
二
年
小
頭
役
相
勤
申
候

（
４
）

と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
た
長
野
九
左
衛
門
に
抱
え
ら
れ
た
よ
り
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
も
、
同
資
料
に
、

一
、
松
坂
御
城
先
城
主
古
田
兵
部
小
輔
殿
、
江
戸
大
御
普
請
御
越
候
節
、
腫
物
御
煩
御
死
去
之
由
、
御
子
息
き
た
い
殿
御
幼
少
故
、
兵

部
殿
御
舎
弟
、
古
田
大
膳
を
後
見
二
被
仰
付
へ
未
年
御
上
洛
之
刻
、
大
膳
殿
御
参
勤
、
同
年
夏
伏
見
方
直
二
石
州
浜
田
江
御
国
替

二
而
御
越
候
由
、
大
膳
殿
家
老
古
田
助
左
衛
門
松
坂
二
而
大
藪
新
右
衛
門
殿
、
井
村
善
九
郎
殿
、
笠
原
助
左
衛
門
殿
江
出
合
、
御
城
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〔牧家親類書〕

其
外
侍
屋
敷
諸
色
相
渡
申
候
由
、
新
右
衛
門
殿

御
組
同
心
八
九
人
不
足
二
付
、
御
抱
被
レ
成
候
、

其
節
御
城
番
六
人
之
内
浪
人
二
而
罷
在
候
者
も

御
座
候
得
共
、
同
心
二
者
不
し
被
し
出
候
、
然
候

処
、
同
年
暮
長
野
九
左
衛
門
殿
御
越
、
六
人
之

者
御
城
番
二
被
召
抱
候
、
御
切
米
ハ
三
石
弐

人
扶
持
二
而
、
侍
屋
敷
分
手
作
分
被
レ
下
、
御

城
廻
り
藪
山
落
葉
下
草
等
申
請
罷
在
候

云
々
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
松
坂
城
主
と
し
て
、
蒲
生

飛
騨
守
氏
郷
、
服
部
采
女
正
一
忠
の
跡
を
承
け
た
古

田
兵
部
少
輔
重
勝
が
江
戸
で
病
死
し
た
の
ち
、
幼
少

の
嫡
子
希
代
丸
の
た
め
に
重
勝
弟
の
古
田
大
膳
大
夫

重
治
が
後
見
役
と
な
る
が
、
元
和
元
年
上
洛
し
て
後
、

伏
見
よ
り
直
ち
に
石
見
国
浜
田
へ
国
替
と
な
っ
た
。

ま
た
の
ち
元
和
五
年
に
紀
伊
家
の
領
城
と
な
っ
た
の

で
、
大
膳
大
夫
重
治
の
家
老
古
田
助
左
衛
門
が
松
坂

で
紀
伊
家
の
大
藪
、
井
村
、
笠
原
の
三
氏
と
出
会
し
、

城
そ
の
他
を
請
け
渡
し
た
と
言
う
。
そ
の
節
、
大
藪
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又
初
代
小
頭
牧
孫
右
衛
門
法
名
浄
輪
、
二
代
小
頭
牧
孫
右
衛
門
法
名
浄
閑
、
三
代
小
頭
牧
忠
右
衛
門
法
名
元
童
、
自
レ
是
壱
人
二
成
、

四
代
小
頭
中
西
猶
右
衛
門
、
五
代
牧
忠
右
衛
門

す
な
わ
ち
明
暦
三
年
、
松
坂
奉
行
（
両
役
衆
）
が
設
置
さ
れ
る
や
、
赴
任
し
た
小
笠
原
次
左
衛
門
に
六
人
衆
の
ほ
か
新
た
に
十
四
人
が
付

置
さ
れ
、
そ
れ
と
共
に
小
頭
両
名
が
任
命
さ
れ
、
牧
家
は
孫
右
衛
門
重
治
（
浄
輪
）
、
同
政
利
（
浄
閑
）
、
忠
右
衛
門
政
術
（
元
童
）
の
三

代
に
亘
っ
て
そ
の
任
に
就
き
、
そ
の
後
、
小
頭
が
一
人
制
と
な
っ
て
か
ら
も
一
期
置
い
て
忠
右
衛
門
浄
繁
が
勤
め
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
系
譜
の
い
ま
ひ
と
つ
の
特
色
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
枝
直
を
中
心
と
す
る
加
藤
家
の
系
譜
の
記
載
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の

遠
祖
は
牧
家
と
同
じ
く
北
畠
家
老
臣
の
加
藤
弾
正
景
光
で
あ
り
、
そ
の
七
代
の
孫
景
之
の
孫
が
牧
家
の
養
子
に
入
り
、
孫
右
衛
門
重
治
を

氏
は
不
足
の
組
同
心
八
九
人
を
新
た
に
召
抱
え
た
が
、
牧
氏
ら
は
召
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
同
年
暮
に
代
官
長
野
九
左
衛
門
が
赴
任
し
、

牧
氏
ほ
か
六
人
を
城
番
組
と
し
て
召
抱
え
、
城
廻
り
の
整
理
、
掃
除
等
の
任
務
に
就
か
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
城
番
六
人
衆
と
は
、
宝
暦
二
年
に
久
世
兼
由
が
著
し
た
『
松
坂
権
輿
雑
集
』
巻
二
殿
町
部
の
「
御
城
番
同
心
之
事
」
に
、

一
、
元
和
五
未
年
、
為
御
城
番
同
、
心
牧
孫
右
衛
門
、
多
賀
左
助
、
亀
井
太
左
衛
門
、
貝
発
喜
太
夫
、
水
田
茂
助
、
水
本
庄
蔵
右
六
人
、

長
野
九
左
衛
門
於
松
坂
↓
被
し
抱
、
御
曲
輪
二
家
屋
敷
相
渡
ル
、
其
地
御
殿
所
二
可
レ
成
之
由
二
而
被
召
上
へ
寛
文
六
年
同
心
町
江

家
屋
敷
相
渡
ル
、
右
之
内
水
田
ハ
小
泉
二
代
り
、
亀
井
ハ
実
父
本
苗
小
林
二
改
、
右
小
林
が
実
父
甚
内
と
言
者
黒
田
村
の
小
林
二
住

レ

シ
、
古
田
大
膳
太
夫
大
坂
御
出
陣
の
供
二
被
召
連
へ
依
レ
働
給
地
之
状
左
二
集

（
５
）
（
６
）

と
あ
る
が
ご
と
き
面
々
で
あ
り
、
ま
た
同
書
の
「
両
役
古
組
之
事
」
に
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、
明
暦
三
丁
酉
年
両
役
所
江
組
拾
四
人
被
し
為
二
附
置
ハ
小
笠
原
次
右
衛
門
某
於
松
坂
↓
被
し
抱
、
同
心
町
江
家
屋
相
渡
ル
、
御
城
番
六

人
も
の
と
都
合
弐
拾
人
、
小
頭
両
人
、
最
初
小
頭
多
賀
左
助
法
名
常
青
、
二
代
小
頭
多
賀
左
介
紛
左
五
兵
衛
害
し
人
御
領
被
レ
放
、
三

代
小
頭
貝
発
喜
太
夫
法
名
清
心
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尚
之
は
本
系
譜
に
「
御
組
二
而
埜

を
含
め
て
次
の
二
女
五
男
が
い
た
。

名
乗
っ
た
こ
と
は
既
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
て
そ
の
次
男
（
第
四
子
）
は
、
附
菱
に
「
親
牧
孫
右
衛
門
殿
遺
言
二
而
東
奉
行
組
相

勤
、
名
字
加
藤
ト
成
ル
」
と
あ
る
よ
う
に
、
父
重
治
の
遺
言
に
従
っ
て
加
藤
に
復
姓
し
、
別
家
を
立
て
た
と
言
う
。
こ
れ
す
な
わ
ち
枝
直

の
父
加
藤
与
右
衛
門
尚
之
、
号
春
雪
で
あ
り
、
重
治
は
寛
文
九
年
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
復
姓
は
寛
文
年
間
の
こ
と
か
。
松
坂
は
、
北
畠

旧
臣
の
名
家
も
多
く
遺
存
し
て
、
し
か
く
北
畠
の
遺
臣
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
す
る
土
地
柄
で
あ
る
。
か
の
本
居
宣
長
が
木
綿
問
屋
小
津

姓
か
ら
本
居
へ
復
姓
し
た
の
も
、
北
畠
お
よ
び
蒲
生
の
遺
臣
と
し
て
の
誇
持
の
な
せ
る
わ
ざ
で
、
尚
之
の
例
と
摸
を
一
に
す
る
も
の
で
あ

長
女
宇
佐
美
兵
右
衛
門
妻
本
光
智
清
信
女

次
女
牧
忠
右
衛
門
政
術
妻
信
誉
元
室
理
空
大
姉

長
男
加
藤
孫
兵
衛
景
澄
憶
誉
西
心
禅
定
門

次
男
加
藤
中
和
遠
定
穏
誉
了
安
禅
定
門

三
男
倉
光
十
郎
左
衛
門
（
は
じ
め
源
蔵
）
義
方
青
黄
院
紅
誉
蓮
然
依
木
居
士

四
男
加
藤
与
左
衛
門
（
は
じ
め
六
郎
兵
衛
）
重
昌
不
遷
院
善
誉
在
止
居
士

五
男
加
藤
又
左
衛
門
（
は
じ
め
弥
七
郎
）
枝
直
柔
性
院
輕
誉
東
水
居
士

こ
の
う
ち
、
三
男
義
方
と
五
男
枝
直
に
つ
い
て
は
、
「
松
坂
権
輿
雑
集
」
の
「
両
役
古
組
之
事
」
の
先
掲
部
分
に
続
け
て
、

右
組
之
内
、
山
住
弥
十
郎
法
名
方
慶
、
田
丸
御
烏
見
二
進
、
同
組
加
藤
源
蔵
、
宝
永
六
丑
年
右
組
を
退
き
、
正
徳
三
巳
年
安
部
摂
津

守
某
家
の
用
人
倉
光
勘
解
由
養
子
と
成
、
享
保
六
丑
年
家
督
相
続
、
当
時
倉
光
十
郎
左
衛
門
と
改
、
弟
加
藤
弥
七
郎
、
享
保
五
子
年

っ
た
。

「
御
組
二
而
勤
ル
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
家
兄
の
政
利
の
も
と
で
城
番
組
同
心
を
勤
め
た
が
、
そ
の
子
供
に
は
枝
直
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此
上
の
心
に
か
ゞ
り
候
事
は
、
尊
体
様
（
父
春
雪
を
さ
す
）
へ
し
か
か
、
の
御
用
に
も
相
立
不
し
申
、
忠
右
衛
門
（
牧
氏
、
翁
の
姉

婿
）
一
人
の
御
介
抱
に
御
成
被
レ
成
候
事
、
口
惜
し
き
事
に
奉
レ
存
候
得
共
、
兼
々
尊
体
様
御
意
を
請
候
は
、
と
か
く
人
が
ま
し
き
奉

オ
ミ
ッ
ギ

公
人
と
罷
成
、
先
祖
の
面
目
を
す
、
ぎ
、
賤
し
き
奉
公
の
名
を
出
し
不
し
申
候
様
に
と
、
夫
の
み
仰
付
ら
れ
候
故
、
御
見
継
の
事
は
、

ヂ
カ
タ
ト
リ

六
郎
兵
衛
（
母
方
の
親
戚
）
へ
頼
置
、
何
卒
御
一
生
の
内
に
、
地
方
取
と
成
候
事
を
、
御
耳
に
入
れ
申
度
大
願
に
奉
レ
存
候

右
は
、
父
尚
之
の
達
而
の
望
み
で
も
あ
っ
た
、
家
名
を
立
て
先
祖
の
面
目
を
雪
ぐ
一
念
の
た
め
に
、
営
々
と
努
力
し
て
来
た
結
果
、
つ
い

に
地
方
取
の
直
参
と
い
う
栄
誉
を
手
に
入
れ
た
一
方
、
父
親
の
世
話
を
蔑
ろ
に
し
て
き
た
こ
と
を
詫
び
た
も
の
で
あ
る
。
尚
之
こ
と
春
雪

は
、
枝
直
の
歌
集
『
東
歌
」
の
千
蔭
の
序
に
、
「
ち
、
の
実
の
父
の
翁
、
神
風
い
せ
の
国
に
あ
れ
出
で
て
、
お
ほ
ぢ
翁
歌
を
し
も
好
み
よ

大
岡
越
前
守
某
組
与
力
中
村
三
左
衛
門
死
後
跡
目
相
続
、
享
保
十
六
亥
年
十
一
月
右
三
左
衛
門
実
子
又
蔵
二
家
督
を
譲
り
、
其
身
は

稲
生
下
野
守
某
組
与
力
と
成
ル
、
新
地
弐
百
石
拝
領

（
［
ｊ
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
義
方
は
城
番
組
を
退
い
た
の
ち
、
幕
臣
安
部
摂
津
守
信
賢
の
用
人
倉
光
勘
解
由
の
養
子
と
な
っ
た
た
め
、
枝
直
が
尚

之
の
跡
を
継
ぐ
恰
好
と
な
っ
た
こ
と
、
本
系
譜
の
付
菱
に
「
当
時
江
戸
加
藤
又
左
衛
門
町
与
力
役
相
勤
相
続
申
候
也
」
と
あ
る
ご
と
く
で

あ
る
。
又
、
枝
直
が
跡
目
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
中
村
三
左
衛
門
に
つ
い
て
、
本
系
譜
で
は
、
本
家
牧
政
術
の
弟
蓮
誉
浄
刹
居
士
（
牧
安

左
衛
門
）
に
付
さ
れ
た
菱
に
「
枝
直
従
弟
町
与
力
中
村
三
左
衛
門
ハ
此
末
ニ
モ
可
し
有
し
之
哉
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
こ
れ
は
母
方
の
叔

父
七
栗
三
左
衛
門
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
加
藤
直
種
の
「
加
藤
枝
直
翁
略
伝
」
に
も
「
父
は
尚
之
、
母
は
中
村
三
左
衛
門
の
養
父
中

村
九
左
衛
門
の
妹
也
」
と
あ
り
、
疑
問
も
あ
る
が
、
中
村
三
左
衛
門
が
母
方
の
系
累
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

か
く
て
枝
直
は
享
保
五
年
、
大
岡
越
前
守
忠
相
の
組
与
力
に
召
抱
え
ら
れ
、
積
年
の
素
願
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
が
、
関
根
正
直
が
引
く
、

そ
の
年
、
故
郷
の
父
尚
之
に
送
っ
た
信
書
に
は
、
直
参
に
召
出
さ
れ
、
地
方
知
行
を
拝
領
し
た
喜
び
を
報
じ
た
の
ち
、
次
の
よ
う
に

（
８
）

あ
る
。
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存
し
、
そ
れ
ぞ
Ｌ

加
藤
景
澄

（
正
面
）

（
左
側
）

（
右
側
）

（
背
面
）

（
９
）

ま
れ
し
に
よ
り
て
、
い
と
若
か
り
し
程
よ
り
歌
に
な
む
心
を
よ
せ
ら
れ
け
る
」
と
あ
る
通
り
、
和
歌
を
嗜
ん
だ
た
め
、
枝
直
も
歌
の
道
に

入
っ
た
と
言
う
。
右
の
枝
直
書
簡
の
文
中
、
「
忠
右
衛
門
」
と
あ
る
の
は
従
兄
政
桁
の
こ
と
で
、
枝
直
の
姉
於
ョ
シ
が
嫁
い
で
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
父
尚
之
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
夫
婦
の
世
話
に
な
っ
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
文
中
に
「
六
郎
兵
衛
」
と
あ
る
の

は
、
関
根
氏
の
「
母
方
の
親
戚
」
と
い
う
注
は
誤
り
で
、
枝
直
の
兄
与
左
衛
門
重
昌
の
初
称
で
あ
る
。
当
初
、
枝
直
は
こ
の
重
昌
に
父
親

の
見
継
ぎ
の
こ
と
を
頼
み
な
が
ら
、
そ
れ
が
な
ら
な
か
っ
た
趣
で
あ
る
の
は
、
そ
の
こ
ろ
、
重
昌
が
す
で
に
江
戸
へ
出
て
徒
組
を
勤
め
て

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
の
ち
に
千
蔭
が
養
子
に
迎
え
た
直
蔭
は
重
昌
の
孫
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

さ
て
、
枝
直
の
兄
弟
の
う
ち
長
男
の
景
澄
、
次
男
の
遠
定
に
つ
い
て
は
、
石
井
光
太
郎
氏
の
「
戸
塚
区
史
」
の
「
文
人
の
活
躍
」
に
も

（
皿
）

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
横
浜
市
戸
塚
区
上
倉
田
町
の
浄
土
宗
沢
泉
山
蔵
田
寺
の
山
門
右
手
奥
に
あ
る
歴
代
住
職
等
の
墓
域
近
く
に
石
塔
が

存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

加
藤
遠
定

（
正
面
）
帰
真
穏
誉
了
安

（
左
側
）
宝
暦
六
内
子
年
十

（
右
側
）
行
年
七
十
三
歳

帰
真
穏
誉
了
安
禅
定
門
霊
位

宝
暦
六
内
子
年
十
一
月
五
日

加
藤
孫
兵
衛
景
澄
之
墓

行
年
三
十
四
歳

帰
真
億
誉
西
心
禅
定
門
霊
位

Ｉ

正
徳
四
州
年
九
月
八
日
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せ
し
か
ば
、
枝
直
は
末
子
な
が
ら
α

赴
き
、
の
ち
江
戸
に
出
た
と
言
う
。

か
く
五
人
の
兄
弟
す
べ
て
が
戸
塚
あ
る
い
は
江
戸
へ
赴
い
た
の
は
、
父
尚
之
の
意
向
を
受
け
て
「
人
が
ま
し
き
奉
公
人
」
た
ら
ん
と
す

る
息
子
達
の
痛
切
な
想
い
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
う
ち
、
三
人
ま
で
が
ま
ず
戸
塚
に
足
掛
り
を
求
め
た
の
は
、
母

親
の
異
母
兄
弟
の
母
方
中
出
氏
と
の
因
縁
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
母
親
の
兄
弟
に
は
、

長
女
加
藤
与
右
衛
門
尚
之
妻
（
枝
直
母
）
泉
流
妙
月
大
姉

長
男
七
栗
武
右
衛
門
選
月
道
入
信
士

次
男
中
出
与
右
衛
門
遍
生
院
明
誉
光
円
居
士

（
背
面
）
加
藤
中
和
遠
定
之
墓

石
塔
は
後
建
と
お
ぼ
し
く
、
ま
た
後
喬
に
つ
い
て
も
不
詳
で
あ
る
。
直
種
の
『
加
藤
枝
直
翁
略
伝
』
に
は
、
「
長
兄
孫
兵
衛
景
澄
故
あ
り

て
遠
く
相
模
の
国
戸
塚
に
移
住
し
、
次
男
加
藤
中
和
又
戸
塚
に
趣
き
三
男
十
郎
左
衛
門
義
方
安
部
摂
津
守
家
老
倉
光
勘
解
由
（
後
年
寂
夢

と
号
す
）
の
義
子
と
な
り
、
四
男
六
郎
兵
衛
重
昌
（
後
に
与
左
衛
門
と
改
む
）
景
澄
よ
り
後
れ
て
戸
塚
に
赴
き
し
が
如
く
後
江
戸
に
て
没

す
、
長
女
は
牧
三
左
衛
門
（
尚
之
の
兄
に
し
て
紀
州
家
の
御
家
人
な
り
）
の
養
子
忠
右
衛
門
政
致
に
嫁
き
、
二
女
宇
佐
美
兵
左
衛
門
に
嫁

せ
し
か
ば
、
枝
直
は
末
子
な
が
ら
も
家
名
を
相
続
す
る
に
至
り
し
な
り
」
と
あ
り
、
景
澄
、
遠
定
に
つ
い
で
四
男
重
昌
も
は
じ
め
戸
塚
へ

次
女
笠
井
重
郎
兵
衛
先
妻

四
男
中
出
次
郎
兵
衛
円

三
女
一
木
八
右
衛
門
妻

三
男
七
栗
三
左
衛
門

五
男
鈴
木
児
亮

妻
如
空
妙
吟
信
女

円
誉
了
輝
居
士
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母
中
出
又
七
女

十
四
ニ
テ
相
州
戸
塚
中
出
与
右
衛
門
養
子

と
あ
り
、
若
く
し
て
戸
塚
に
来
て
養
子
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
養
父
初
代
の
与
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
茂
木
尭
秀
氏
が

紹
介
さ
れ
た
戸
塚
の
生
花
商
鈴
花
園
所
蔵
〔
鈴
木
氏
系
図
〕
に
、

の
五
男
三
女
が
お
り
、
そ
の
両
親
は
、
石
井
光
太
郎
氏
掲
出
の
系
譜
を
参
考
す
る
と
、

父
七
栗
伝
兵
衛
勝
信
観
月
道
念
信
士

先
妻
井
田
清
太
夫
姉
桂
月
妙
安
信
女

後
妻
中
出
又
七
女
円
岳
了
頓
信
女

で
あ
り
、
さ
ら
に
〔
牧
家
系
譜
〕
を
勘
案
す
る
と
次
男
以
下
の
六
子
の
母
親
は
後
妻
中
出
氏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
六
子
の
う
ち

次
男
と
五
男
が
戸
塚
へ
移
住
し
、
ま
た
次
男
と
四
男
が
中
出
氏
を
称
し
て
い
る
。
そ
の
四
男
の
付
菱
に
よ
る
と
、
中
出
次
郎
兵
衛
は
松
坂

油
屋
町
の
地
主
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
「
松
坂
権
輿
雑
集
」
巻
六
の
「
油
屋
町
諸
家
之
事
」
に
、

一
、
中
出
惣
兵
衛
法
名
宗
清
、
上
州
中
出
よ
り
来
住
、
本
苗
鈴
木
、
二
代
又
七
法
名
理
頓
、
三
代
次
郎
兵
衛
法
名
源
貞
、
四
代
次
郎
兵

衛
法
名
了
輝
、
五
代
三
郎
助
実
名
安
平

（
ｕ
）

と
あ
る
通
り
、
母
方
の
実
家
を
継
い
で
四
代
目
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
分
か
れ
が
与
右
衛
門
で
あ
ろ
う
か
。
次
男
与
右
衛
門
に
つ
い

て
は
右
に
触
れ
た
石
井
氏
掲
出
の
系
譜
に
、

真
光
院
息
誉
問
月
与
休
居
士

涼
覚
院
ノ
伯
父
君
也
、
中

与
右
衛
門

中
出
与
右
衛
門
初
代
、
勢
州
出
生
之
人
、
元
禄
十
三
辰
十
二
月
廿
一
日
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（
正
面
）
遍
照
院
明
誉
心
月
光
円
居
士

（
左
側
）
吃
享
保
十
五
庚
戌
三
月
十
三
日
半
宝
蓮
、
因
名
中
出
与
右
衛
門
貞
則
、
行
歳
七
旬

（
右
側
）
昭
和
二
十
七
年
九
月
／
中
出
駒
吉
再
建

と
あ
り
、
枝
直
叔
父
の
二
代
与
右
衛
門
は
諄
貞
則
で
、
享
年
七
十
歳
と
い
う
事
実
か
ら
、
彼
が
十
四
歳
で
戸
塚
へ
来
た
年
は
延
宝
二
年
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
初
代
与
右
衛
門
の
石
塔
の
右
側
に
は
、
他
の
法
名
と
共
に
、
貞
則
の
両
親
で
あ
る
観
月
道
念
居
士
（
七
栗
伝

（
吃
）

と
あ
る
の
で
、
や
は
り
伊
一

枝
直
母
親
の
末
弟
で
あ
る
。

ふ
め
》
フ
（
》
○
右
の
中
出
与
右
衛
門
二
代
に
つ
い
て
は
、
墓
も
戸
塚
蔵
田
寺
の
歴
代
住
職
の
葬
地
に
並
ん
で
蓮
台
石
が
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に

初
代
与
右
衛
門

（
正
面
）
元
禄
十
三
庚
辰
歳
十
二
月
廿
一
日

真
光
院
息
誉
与
休
居
士

照
月
院
心
誉
妙
三
大
姉

元
禄
八
乙
亥
歳
六
月
十
五
日

（
裏
面
）
冨
塚
町
中
出
氏

遍
照
院
明
誉
光
円
居
士

二
代
与
右
衛
門

涼
覚
院
ノ
兄
君
也
、
中
出
与
右
衛
門
二
代
目
、
矢
沢
別
家
初
代
、
勢
州
人
、
享
保
十
二
戌
三
月
十
五
日

の
で
、
や
は
り
伊
勢
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
涼
覚
院
は
、
後
述
の
鈴
木
児
亮
す
な
わ
ち
戸
塚
鈴
木
家
の
祖
で
、
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兵
衛
勝
信
）
と
円
岳
了
頓
大
姉
（
中
出
又
七
女
）
夫
婦
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、
い
つ
か
な
彼
ら
が
同
族
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な

い
。
ま
た
石
井
氏
に
よ
れ
ば
、
与
右
衛
門
初
代
の
与
休
は
、
蔵
田
寺
の
中
興
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
よ
し
で
あ
る
。
よ
っ
て
思
う
に
、
ま
ず

近
世
初
期
、
中
出
又
七
の
縁
者
与
休
が
戸
塚
に
移
り
住
み
、
蔵
田
寺
を
再
興
す
る
と
共
に
、
戸
塚
中
出
氏
の
基
礎
を
作
り
、
の
ち
二
代
与

右
衛
門
貞
則
を
は
じ
め
と
し
て
、
縁
戚
が
中
出
氏
を
頼
ん
で
続
々
と
戸
塚
に
移
り
住
み
、
さ
ら
に
は
戸
塚
を
足
場
と
し
て
江
戸
に
活
躍
の

場
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
の
ご
と
く
し
て
中
出
氏
は
い
よ
い
よ
栄
え
、
一
族
に
鳥
酔
門
の
俳
人
鶏
父
が
出
、
そ
の
弟
に
春
鴻
、
子

に
潜
水
が
出
た
こ
と
な
ど
、
石
井
氏
の
文
章
に
詳
し
く
、
あ
る
い
は
検
校
が
出
た
こ
と
は
茂
木
氏
の
考
証
に
審
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
枝
直
母
の
兄
弟
の
末
弟
鈴
木
児
亮
は
、
本
系
譜
の
付
菱
に
「
戸
塚
鈴
木
歎
、
当
時
伊
勢
尾
源
セ
ト
云
宿
中
之
大
家
也
」
と
あ
る

よ
う
に
、
鈴
木
源
七
な
る
戸
塚
宿
の
素
封
家
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
源
七
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
石
井
氏
に
「
鈴
木
源
七
の
こ
と
ど

（
過
）
（
皿
）

も
」
と
い
う
論
考
が
備
わ
り
、
稿
者
も
小
論
「
蔵
書
家
鈴
木
長
温
の
こ
と
」
を
草
し
た
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
承
け
て
石
井
氏
に

「
戸
塚
区
史
」
の
再
説
が
あ
る
。
ま
た
茂
木
尭
秀
氏
に
も
一
連
の
考
証
が
あ
り
、
詳
し
く
は
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
な
お
略
述
す

れ
ば
、
児
亮
ほ
か
枝
直
母
の
兄
弟
に
共
通
の
先
祖
は
、
北
畠
多
気
御
所
に
仕
え
た
仁
木
三
郎
長
政
で
、
の
ち
奥
田
、
七
栗
と
改
称
し
て
父

伝
兵
衛
勝
信
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
右
掲
の
「
松
坂
権
輿
雑
集
」
に
よ
れ
ば
、
姓
の
鈴
木
は
、
母
方
中
出
氏
の
本
姓
で
、
そ
の

コ
ス
ケ

本
貫
地
は
上
野
国
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
児
亮
は
、
他
の
系
譜
等
と
照
合
す
る
と
、
児
亮
（
小
助
）
ま
た
源
七
と
称
し
、
元
児
は
そ
の
号

と
お
ぼ
し
い
。
鈴
木
児
亮
と
鈴
木
源
七
両
家
の
先
祖
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
源
七
す
な
わ
ち
上
伊
勢
屋
は
、
二
代
為
将
、
三
代
富
長
、
四

代
長
温
と
続
き
、
三
代
富
長
は
官
板
の
『
孝
義
録
」
巻
四
に
奇
特
者
と
し
て
上
げ
ら
れ
、
伊
勢
の
画
僧
聞
中
の
撰
、
加
藤
千
蔭
の
書
に
な

る
墓
碑
が
蔵
田
寺
に
現
存
す
る
。
ま
た
長
温
に
つ
い
て
は
、
縁
戚
の
千
蔭
を
慕
っ
て
親
交
を
結
び
、
ま
た
狂
歌
を
嗜
み
、
大
田
南
畝
や
酒

井
抱
一
の
来
訪
を
受
け
た
こ
と
、
さ
ら
に
潜
水
の
追
善
句
集
「
か
れ
野
の
露
』
（
文
政
五
年
刊
）
の
賊
文
を
草
し
た
こ
と
な
ど
、
す
べ
て

（
喝
）

右
掲
の
諸
論
に
詳
ら
か
で
あ
る
。
な
お
村
田
春
海
門
の
沢
近
嶺
の
「
春
夢
独
談
』
上
巻
の
次
の
記
事
を
最
後
に
引
い
て
置
き
た
い
。
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も
の
で
あ
ろ
う
。

日
の
枝
直
書
簡
は
、
書
簡
の
右
端
に
、
打
曇
り
の
短
冊
に
認
め
た
枝
直
の
自
詠
一
首
を
貼
っ
て
合
装
し
た
も
の
で
、
貼
付
の
自
詠
は
す

な
わ
ち
書
面
に
言
う
小
短
籍
の
一
枚
で
あ
る
。
そ
の
題
詞
に
「
八
十
八
歳
の
は
る
よ
め
る
」
と
あ
る
の
で
、
安
永
八
年
の
詠
お
よ
び
書
簡

で
あ
り
、
宛
先
は
、
当
時
の
牧
家
当
主
忠
右
衛
門
清
由
で
あ
ろ
う
。
書
面
は
、
八
十
八
の
米
寿
を
記
念
し
て
詠
ん
だ
小
短
冊
五
枚
を
進
呈

し
た
謝
礼
に
、
手
織
の
縮
木
綿
一
反
を
受
取
っ
た
こ
と
、
又
、
枝
直
夫
婦
の
長
寿
を
祝
っ
て
、
清
由
が
里
交
の
俳
号
で
発
句
を
贈
っ
た
こ

ロ
の
加
藤
枝
直
詠
草
は
、
折
紙
に
認
め
ら
れ
た
も
の
を
、
折
り
目
を
裁
断
し
て
二
枚
と
し
、
う
ち
下
半
分
の
一
枚
の
天
地
を
逆
に
表

装
し
た
も
の
。
巻
端
の
下
方
に
「
為
直
上
」
と
あ
る
が
、
添
削
な
ど
は
な
い
。
ま
た
巻
尾
に
「
已
上
九
首
」
と
あ
る
が
、
は
じ
め
の
贈
歌

一
首
を
含
め
て
計
十
首
を
数
え
る
。
す
な
わ
ち
は
じ
め
に
や
や
長
い
詞
書
を
存
し
、
故
郷
松
坂
の
姉
の
許
よ
り
、
門
前
に
昔
見
馴
れ
た
野

の
宮
と
い
う
桜
を
詠
ん
だ
一
首
を
贈
ら
れ
た
の
に
対
し
て
応
答
し
た
一
首
と
、
つ
い
で
に
書
き
付
け
た
近
詠
九
首
で
あ
る
。
姉
と
は
、
従

兄
牧
忠
右
衛
門
政
術
に
嫁
い
た
於
ョ
シ
で
、
宝
暦
三
年
二
月
七
日
の
物
故
で
あ
る
か
ら
、
本
詠
草
は
そ
れ
以
前
、
松
坂
へ
詠
み
遣
わ
し
た

長
温
翁
は
千
蔭
翁
の
し
ぞ
く
に
て
、
歌
に
ま
な
び
に
何
く
れ
と
な
き
み
や
ぴ
人
な
り
。
千
蔭
翁
の
い
ま
そ
か
り
し
時
は
、
千
蔭
翁
と

わ
が
師
の
大
人
と
、
を
り
ｊ
、
こ
の
戸
塚
に
は
行
か
ひ
給
ひ
け
り
。
か
嵐
れ
ば
こ
の
両
大
人
の
か
泡
れ
し
も
の
、
歌
に
文
に
あ
ま
た

も
た
れ
け
り
。
本
な
ど
も
多
く
た
く
は
へ
ら
れ
て
、
い
ふ
か
ひ
な
き
学
者
な
り
け
り
。
ひ
と
、
せ
お
の
が
よ
も
ぎ
ふ
を
も
ふ
み
わ
け

ら
れ
し
事
も
あ
り
て
、
年
ご
ろ
の
知
己
な
り
。
今
は
む
そ
ぢ
に
あ
ま
り
な
ん
か
し
。

し
か
し
、
蔵
書
は
散
供
し
、
千
蔭
等
の
書
簡
帳
「
慕
親
帳
』
そ
の
他
も
半
世
紀
前
の
戦
災
で
存
否
不
明
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
言

う
か
い
な
き
こ
と
で
は
あ
る
。

二
、
加
藤
枝
直
千
蔭
父
子
遺
墨
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末
尾
な
が
ら
、
貴
重
な
資
料
の
紹
介
を
快
く
お
許
し
下
さ
っ
た
牧
英
三
郎
氏
に
対
し
、
心
底
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
松
坂
市
本
居
宣
長
記
念
館
の
吉
田
悦
之
氏
に
資
料
の
撮
影
そ
の
他
で
御
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
申
し
添
え
た
い
。

と
へ
の
礼
な
ど
で
あ
る
。
以
下
に
掲
げ
る
千
蔭
書
簡
二
通
と
共
に
、
も
と
の
文
人
表
装
の
ま
ま
伝
来
し
、
清
玩
の
跡
が
窮
わ
れ
る
。

四
の
加
藤
千
蔭
書
簡
は
、
年
賀
状
で
あ
る
が
、
文
中
に
「
老
父
大
病
二
御
座
候
処
」
云
々
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
枝
直
晩
年
の
天

明
年
間
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
宛
先
は
、
以
下
三
通
と
も
同
じ
牧
忠
右
衛
門
清
由
と
推
定
さ
れ
る
。

田
の
千
蔭
書
簡
も
年
賀
状
で
、
年
紀
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
加
藤
又
左
衛
門
千
蔭
」
の
署
名
お
よ
び
一
字
花
押
が
四
と
近
似
し
て
い
る

の
で
、
余
り
距
た
ら
な
い
時
期
の
筆
で
あ
ろ
う
。
ま
た
書
面
に
「
旧
臘
も
不
二
相
替
一
御
用
多
キ
相
勤
」
云
々
と
あ
る
の
で
、
千
蔭
の
町
奉

行
与
力
在
職
中
、
す
な
わ
ち
天
明
七
年
以
前
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

尚
の
架
蔵
千
蔭
書
簡
は
、
千
蔭
が
奉
次
郎
す
な
わ
ち
の
ち
の
又
左
衛
門
直
蔭
を
養
子
に
迎
え
た
の
を
祝
し
て
、
牧
家
か
ら
縮
一
反
を
贈

ら
れ
た
こ
と
へ
の
礼
状
で
あ
る
。
直
蔭
は
、
前
述
の
通
り
、
枝
直
の
兄
六
郎
兵
衛
の
ち
与
左
衛
門
重
昌
の
孫
で
あ
り
、
天
明
八
年
に
家
督

を
相
続
し
た
の
で
、
書
簡
は
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
署
名
、
花
押
の
書
体
が
前
の
二
通
に
比
べ
、
よ
り
寛
緩
と
し
た
面
持
ち
で
あ
る

の
で
、
の
ち
の
書
簡
と
お
ぼ
し
い
。

注
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4321
……

羅
塞
か
ら
す
か
ご
」
（
昭
和
二
年
十
月
刊
、
六
合
館
）
所
収
。

『
三
村
竹
清
集
」
六
（
昭
和
五
十
九
年
八
月
刊
、
青
裳
堂
書
店
）
所
収
。

「
伊
勢
国
司
と
そ
の
時
代
」
（
昭
和
五
十
七
年
八
月
刊
）
一
四
七
頁
。
原
史
料
は
内
閣
文
庫
所
蔵
。

写
一
冊
。
奥
に
「
牧
忠
右
衛
門
（
花
押
）
／
寛
政
八
辰
二
月
」
と
あ
る
。

●
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一

三

頁
○

右
同
、
二
三
丁
表
。

羅
識
か
ら
す
か
ご
」
二
○
八
、
九
頁
。

『
校
註
国
歌
大
系
」
第
十
五
巻
（
昭
和
三
年
八
月
刊
、
国
民
図
書
株
式
会
社
）
三
四
七
頁
。

「
戸
塚
区
史
」
（
平
成
三
年
三
月
、
戸
塚
区
史
刊
行
委
員
会
）
二
六
、
七
頁
。
・

昂
松
坂
権
輿
雑
集
」
巻
六
、
二
丁
表
。

「
八
坂
神
社
祭
歌
碑
長
歌
（
承
前
４
）
ｌ
祭
歌
碑
建
立
の
人
々
②
ｌ
」
（
郷
士
戸
塚
歴
史
の
会
会
報
『
と
み
づ
か
」
一
二
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
）

右
同
、
二
二
丁
裏
。

「
鈴
木
源
七
の
こ
と
ど
も
（
上
・
下
こ
（
「
書
物
展
望
」
一
三
ノ
九
・
一
二
、
昭
和
十
八
年
）
。

「
蔵
書
家
鈴
木
長
温
の
こ
と
」
二
日
本
古
書
通
信
」
六
九
三
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
）
。

「
続
日
本
随
筆
大
成
』
八
（
昭
和
五
十
五
年
八
月
、
吉
川
弘
文
館
）
一
六
六
頁
。

詞
松
坂
権
輿
雑
集
」
（
大
正
八
年
二
月
刊
、
三
重
県
史
談
会
）
巻
二
、
二
二
丁
表
。
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